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2020年度 

「物質階層原理研究」＆「ヘテロ界面研究」

研究報告会 プログラム
2021 年 2 月 8 日（月）－9 日（火） 

オンライン開催

1 日目：2021 年 2 月 8 日（月） 

13:30－13:40  開会の挨拶（小安 重夫 理事） 

13:40－13:50  概要説明（加藤 礼三） 

【座長：上野 秀樹】 

13:50－14:35 I-1 カラーとヘビークォークがもたらす新奇ハドロン

岡 真（先端基盤研究センター／日本原子力研究開発機構） 

14:35－15:05   O-1  K 中間子原子核研究の将来展望 

岩崎 雅彦（岩崎中間子科学研究室） 

15:05－15:30   O-2  重いクォークを含むバリオン励起状態の研究 

野海 博之（核物理研究センター／大阪大学） 

15:30－15:45 ブレイクアウト 

【座長：岩崎 雅彦】 

15:45－16:30   I-2  冷却分子を利用した電子陽子質量比の時間変化の測定 

井上 慎（大学院理学研究科／大阪市立大学） 

16:30－17:00 O-3  ２原子分子イオンの脱励起ダイナミクス 

東 俊行（東原子分子物理研究室） 

17:00－17:30 O-4 RI・重イオンビームの学際的利用に向けた研究開発 

上野 秀樹（上野核分光研究室） 

17:30－17:45  ブレイクアウト 

加藤礼三
－10－
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email: oka@post.j-parc.jp 
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e-mail: noumi@rcnp.osaka-u.ac.jp 
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